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英
国
の
Ｅ
Ｕ
︵
欧
州
連
合
︶
離
脱
そ
し
て
世
界
各
地

で
の
テ
ロ
事
件
発
生
な
ど
、
経
済
、
安
全
面
で
不
安
は

高
ま
る
ば
か
り
で
あ
る
。
一
方
、
日
本
は
少
子
高
齢
化
、

震
災
復
興
そ
し
て
地
方
創
生
な
ど
課
題
は
山
積
で
あ
る

が
、
こ
れ
ら
の
世
界
状
況
を
慎
重
に
判
断
さ
れ
、
各
施

策
を
推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
北
陸
地

方
は
と
言
え
ば
北
陸
新
幹
線
開
業
か
ら
1
年
５
ヶ
月
が

過
ぎ
一
定
の
経
済
効
果
を
上
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
北
陸
小

矢
部
が
1
周
年
を
迎
え
、
入
込
数
も
当
初
の
予
想
を
上

回
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
市
が
進
め
て
い
る
石
動

駅
周
辺
整
備
事
業
に
つ
い
て
も
南
北
自
由
通
路
、駅
舎
、

駅
南
駐
車
場
、
駅
前
広
場
、
新
図
書
館
な
ど
順
次
整
備

さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
市
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

富
山
県
の
雇
用
情
勢
は
改
善
が
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
さ
ら
に
﹁
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
﹂に
よ
り
、

す
べ
て
の
事
業
主
は
高
年
齢
者
の
65
歳
ま
で
の
安
定
し

た
雇
用
を
確
保
す
る
た
め
、
定
年
の
廃
止
、
定
年
の
引

き
上
げ
、
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
の
い
ず
れ
か
の
措
置

の
導
入
・
実
施
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
富
山
県
の
実
施

状
況
は
企
業
の
理
解
及
び
関
係
機
関
の
支
援
に
よ
り
お

お
む
ね
達
成
さ
れ
て
い
る
。
併
せ
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
取
り
扱
う
企
業
へ
の
派
遣
業
務
は
現
行
概
ね

週
20
時
間
程
度
を
週
40
時
間
可
能
と
し
た
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
今
後
導
入
に
つ
い
て
検
討
し
て
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
高
齢
化
や
労
働
力
人
口
の
減
少
が
進
行
す
る

中
、
人
手
不
足
分
野
や
現
役
世
代
を
支
え
る
分
野
で
の

高
年
齢
者
の
就
業
促
進
は
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
小
矢
部
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
高
年
齢

者
活
用
・
現
役
世
代
雇
用
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
活
用
し
、

介
護
分
野
に
導
入
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
当
然
の
こ

と
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
業
務
の
拡
大
・
実
施
す
る
に
は

人
材
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
会
員

数
は
年
々
減
少
を
続
け
、
会
員
の
就
業
率
も
低
く
な
っ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
全
国
的
に
シ
ル
バ
ー
の
会

員
拡
大
に
努
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
小
矢
部
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
数
は
359
人
︵
平
成
27
年

度
末
︶で
あ
る
が
、
中
長
期
計
画
の
目
標
値
は
401
人︵
平

成
28
年
度
末
︶
で
あ
り
、
そ
の
差
は
た
い
へ
ん
大
き
く

な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
本
年
度
小
矢
部
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は

一
、 

会
員
の
入
会
促
進

一
、 

シ
ル
バ
ー
の
利
用
促
進

一
、 

会
員
の
就
業
先
の
確
保

一
、 

安
全
就
業
の
徹
底

一
、 

技
能
後
継
者
育
成

一
、 

施
設
管
理
受
託
事
業
の
実
施

を
目
標
に
掲
げ
、
会
員
拡
大
・
交
流
推
進
を
最
大
重
点

事
項
と
し
、
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
、
魅
力
あ
る
公
益
社

団
法
人
小
矢
部
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
役
職
員

並
び
に
会
員
一
丸
と
な
っ
て
創
り
あ
げ
て
ま
い
り
ま

す
。



役

員

名

簿

理

事

長

東

勲

副
理
事
長

村

上

保

英

専
務
理
事

◯

佐

野

　

隆

理
　
　
事

◯

吉

田

孝

則

　

〃

五
反
田
　
範
　
子

　

〃

高

西

久

文

　

〃

中

村

利

夫

　

〃

沢

修

一

　

〃

前

　

清

一

　

〃

松

本

彦

次

　

〃

松

本

靖

臣

　

〃

山

田

富

雄

　

〃

葭

田

光

子

監
　
　
事

◯

金

岡

亨

子

　

〃

松

本

俊

夫

◯
印
が
新
役
員
で
す

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
、
魅
力
あ
る
セ
ン
タ
ー
へ

理
事
長
　
　

東
　
　
　
　
勲
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去
る
５
月
27
日
午
後
１
時
30
分
よ
り
、
ク
ロ
ス
ラ
ン
ド
お
や
べ
セ

レ
ナ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
会
員
306
名
︵
出
席
者
151
名
、
委
任
状
提
出
者

155
名
︶
出
席
の
も
と
、
平
成
28
年
度
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

東
理
事
長
の
開
会
の
挨
拶
の
後
、
優
良
会
員
表
彰
、
感
謝
状
贈
呈

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

来
賓
の
桜
井
森
夫
小
矢
部
市
長
、
石
田
義
弘
小
矢
部
市
議
会
議
長
、

菅
原
好
治
砺
波
公
共
職
業
安
定
所
小
矢
部
出
張
所
長
、
長
井
忠
昭
公
益

社
団
法
人
富
山
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
総
務
業
務
課
長
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
南
谷
地
区

の
林
清
則
さ
ん
か
ら
謝
辞
が
あ
り
、

会
員
同
士
の
交
流
と
親
睦
の
輪
を
広

げ
、
今
後
も
健
康
に
留
意
し
、
安
全

第
一
で
就
業
し
た
い
と
の
抱
負
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
東
蟹
谷
地
区
の
山

本
昭
雄
さ
ん
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、

事
業
報
告
、
決
算
、
役
員
の
選
任
に

つ
い
て
の
審
議
や
今
年
度
の
事
業
計

画
、
予
算
、
安
全
就
業
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
決
定
等
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
、
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
、

閉
会
し
ま
し
た
。

定
時
総
会
の
後
、
互
助
会
の

定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
、
事
業
報

告
、
決
算
、
事
業
計
画
、
予
算
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
、
原
案
の
と
お

り
承
認
さ
れ
、
閉
会
し
ま
し
た
。



こ
の
事
業
は
、
介
護
や
生
活
支
援
を
必
要

と
す
る
高
齢
者
が
増
え
る
中
、
生
活
の
継
続

に
必
要
な
買
い
物
や
掃
除
等
の
生
活
支
援

が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
必
要
に
な
る
と
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、多
様
な
担
い
手︵
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
民
間
企
業
、
協
同
組
合
な
ど
︶

に
よ
る
高
齢
者
の
支
援
体
制
を
、
地
域
の
中

に
作
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
本
年

度
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

小
矢
部
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
し

て
は
、
介
護
予
防
の
場
に
参
加
・
活
動
す
る

こ
と
で
社
会
的
な
役
割
を
持
ち
、
そ
の
こ
と

が
﹁
生
き
が
い
と
介
護
予
防
﹂
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。こ
の
こ
と
か
ら
、

本
事
業
の
主
体
で
あ
る
小
矢
部
市
と
連
携
を

図
り
、
本
事
業
︵
生
活
支
援
活
動
︶
に
取
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
本
事
業
に
ご
理
解
い
た

だ
き
、
是
非
、
活
動
に
参
加
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

新
し
い
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

　
　
総
合
事
業
の
お
知
ら
せ

就任のあいさつ

去る５月の定時総会におきまして会員各位

のご同意によりまして、専務理事・事務局長

に就任させていただきました。

不肖私にとりまして、誠に身に余る光栄で

あり心から感謝申し上げます。

シルバー人材センターの事業につきまして

はいくつか課題もございますが、できる限り

前向きに事業を推進するとともに会員の融和

をはかり、地域から信頼されるシルバーにな

るよう努めてまいります。

つきましては、役員並びに会員の皆様方に

はご指導ご協力をお願い申し上げます。

専務理事・事務局長

佐 野 　 隆

平
成
二
十
八
年
度

定

時

総

会

開

催
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︵
敬
称
略
︶

富
山
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
表
彰

六
月
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た
富
山
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

第
二
十
一
回
定
時
総
会
に
お
い
て
、
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
藤
田
弘

志
さ
ん
と
坂
田
芳
子
さ
ん
が
、
優
良
会
員
と
し
て
栄
え
あ
る
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

優
良
会
員
表
彰
者

石
動
西
部
　

藤
　
田
　
弘
　
志

埴
　
　
生
　

坂
　
田
　
芳
　
子

優
良
職
員
表
彰
者

赤
　
井
　
美
和
子

小
矢
部
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
表
彰

優
良
会
員
表
彰
者

埴
　
　
生
　

佐
　
藤
　
行
　
美

荒
　
　
川
　

浦
　
島
　
清
　
治

南
　
　
谷
　

林
　
　
　
清
　
則

子
　
　
撫
　

宮
　
本
　
誠
　
作

綾
　
　
子
　

野
　
村
　
敏
　
子

石
動
西
部
　

中
　
野
　
竣
　
朔

石
動
西
部
　

長
谷
川
　
　
　
寛

南
　
　
谷
　

尾
ヶ
口
　
寿
美
子

松
　
　
沢
　

奥
　
　
　
友
　
子

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す


シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
指
導
を
受
け
、
長

く
活
動
で
き
た
事
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。


今
ま
で
の
仕
事
と
違
い
、
新
し
い
仕
事
︵
剪

定
︶
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。


木
や
竹
で
工
芸
品
作
り
、
の
ん
び
り
と
散
歩
す

る
。


65
才
に
入
会
し
12
年
間
、
多
く
の
会
員
仲
間
や

多
種
多
様
な
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
、
濃
い
人
生

を
積
ま
せ
て
頂
き
、
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。


年
齢
や
経
験
、
歴
史
の
異
な
る
方
と
出
会
え

て
、
私
自
身
の
人
生
が
厚
く
豊
か
に
な
っ
た
。


油
絵


健
康
で
仕
事
を
続
け
ら
れ
た
事
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。


新
し
い
友
人
と
の
出
会
い


50
年
余
り
の
皐
月
盆
栽
作
り


会
員
に
な
っ
て
、
元
気
で
今
ま
で
働
け
た
事
で

す
。


仕
事
場
で
多
く
の
若
い
人
達
と
話
し
合
い
が
出

来
た
こ
と
で
す
。


畑
作
り
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
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





優
良
会
員
受
賞
者
の
声


優
良
会
員
受
賞
に
あ
た
っ
て
一
言


会
員
で
あ
っ
て
よ
か
っ
た
こ
と


趣
味
・
特
技

荒　川

浦 島 清 治

南　谷

林 　 清 則

子　撫

宮 本 誠 作

綾　子

野 村 敏 子



小矢部市シルバー人材センターにて行っています。

（祝日等の場合は中止）

※詳しくは、小矢部市シルバー人材センターへお尋ねください。

入会説明・相談会は

毎月第２・第４月曜日に

　14時00分から16時00分まで

毎月第２・第４月曜日に

　14時00分から16時00分まで

会員の声

第40号シ ル バ ー お や べ平成28年８月10日


皆
様
方
の
お
陰
様
で
、
今
日
ま
で
元

気
で
会
員
と
し
て
仕
事
が
で
き
た
こ
と

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。


多
く
の
友
人
や
知
識
を
得
る
事
が
出

来
た
。


ド
ラ
イ
ブ
・
湯
め
ぐ
り


今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
事
務
局
、

地
区
役
員
、
仕
事
仲
間
の
皆
さ
ん
の
お

陰
様
と
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。


い
ろ
ん
な
方
々
と
出
逢
う
こ
と
が
で

き
、
ま
た
知
識
も
得
ら
れ
た
事
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。


畑
作
り


優
良
会
員
で
あ
っ
た
か
自
問
自
答
し

て
い
ま
す
が
、
良
い
仲
間
に
逢
え
た
こ

と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。


い
ろ
い
ろ
の
仕
事
に
出
合
い
、
不
馴

れ
で
は
あ
っ
た
が
楽
し
い
時
間
を
過
ご

せ
た
こ
と
。


パ
ー
ク
・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
書
、

ギ
タ
ー
、
山
野
散
策


今
日
ま
で
元
気
で
会
員
と
し
て
頑

張
っ
て
仕
事
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。


年
齢
が
い
っ
て
も
働
か
せ
て
も
ら
え

る
こ
と
。


推
理
小
説
を
読
む
こ
と

シ
ル
バ
ー
会
員
と
な
っ
て

東
蟹
谷
地
区
　
名

越

清

美

私
は
、
昨
年
四
月

に
小
矢
部
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
会
員
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

永
年
勤
め
て
い
た
会
社
も
病

気
退
社
と
な
り
、
そ
の
後
介
護

の
仕
事
を
パ
ー
ト
で
勤
め
て
い

ま
し
た
が
、
孫
た
ち
が
風
邪
を

ひ
い
て
も
休
み
を
取
り
づ
ら
く
辞
め
て
家
に
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
折
、
友
人
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
障
子
張
り
の
仕
事
を
し
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。

私
は
襖
張
り
・
網
戸
の
張
り
替
え
な
ど
未
経
験
で

し
た
が
、
先
輩
の
皆
さ
ん
に
一
か
ら
丁
寧
に
教
え
て

頂
き
ま
し
た
。
先
輩
の
仕
事
ぶ
り
を
見
て
、
緊
張
し

な
が
ら
始
め
ま
し
た
。
上
手
に
出
来
な
く
て
、
失
敗

も
し
ま
し
た
。
襖
張
り
は
、
い
ろ
い
ろ
な
襖
が
あ
り

枠
の
取
り
外
し
、
紙
を
貼
る
手
順
、
専
門
用
語
な
ど

難
し
い
で
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
一
人
で
は
出
来

ま
せ
ん
が
、
先
輩
の
知
識
と
技
術
を
学
び
な
が
ら
努

力
し
て
い
き
た
い
で
す
。
張
り
替
え
ら
れ
た
戸
は
綺

麗
に
な
り
気
持
ち
の
良
い
も
の
で
す
。
お
客
さ
ま
方

に
喜
ん
で
頂
く
と
、
私
た
ち
も
嬉
し
い
で
す
。
最
近

は
、
洋
風
の
家
が
多
く
仕
事
は
以
前
よ
り
少
な
く

な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
、
障
子
・

襖
の
張
り
替
え
が
あ
れ
ば
是
非
ご
連
絡
下
さ
い
。

障
子
・
襖
張
り
の
ほ
か
、
様
々
な
仕
事
が
あ
り
ま

す
が
私
は
初
体
験
の
事
ば
か
り
で
す
。
経
験
豊
富
な

会
員
の
皆
さ
ん
、ご
指
導
ご
鞭
撻
お
願
い
致
し
ま
す
。

小矢部市にお住まいの60歳以上で、

健康で働く意欲のある方、

皆さんのご近所や

お知り合いの方に、ぜひ声かけを

お願いします。

会員募集中

石動西部

中 野 竣 朔

南　谷

尾ヶ口寿美子

石動西部

長谷川　寛

松　沢

奥 　 友 子
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安全管理委員会だより
平成28年度　安全就業スローガン

作業前　安全確認　もう一度
 石動東部地区 片 岡 平 治

ありがとう　笑顔で一日　安全作業
 薮波地区 橋 本 孝 信

慣れた作業こそ　甘く見るな　危険が潜む
 正得地区  嶋 敏 光

安
全
管
理
委
員
会
　
　
委
員
長
　
前

　

清

一

　
残
暑
厳
し
い
折
、
会
員
の
皆
様
に
は
益
々
ご
清

栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
安
全
管
理
委
員
会
で
は
、
安
全
標
語
の
募
集
・

選
考
、
交
通
安
全
講
習
会
や
安
全
就
業
講
習
会
の

開
催
等
、
２
〜
３
ヶ
月
毎
に
定
例
の
委
員
会
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
定
例
の
委
員
会
活
動
で
は
、

市
内
及
び
県
内
の
事
故
状
況
等
に
つ
い
て
情
報
交

換
・
意
見
交
換
を
行
い
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

う
等
、
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、事
故
は
毎
年
発
生
し
て
お
り
、

近
年
は
事
故
ゼ
ロ
の
実
現
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
安
全
標
語
や
安
全
就
業
講
習
会
等
の
機
会
を

通
じ
て
、
会
員
各
自
の
安
全
意
識
が
高
め
ら
れ
、

結
果
と
し
て
事
故
ゼ
ロ
を
実
現
で
き
る
も
の
と
信

じ
て
お
り
ま
す
。
事
故
ゼ
ロ
は
、
会
員
や
そ
の
家

族
だ
け
で
は
な
く
、発
注
者
の
皆
様
に
と
っ
て
も
、

﹁
シ
ル
バ
ー
に
頼
ん
で
よ
か
っ
た
﹂
と
喜
ん
で
も

ら
え
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
は
、
安
全
・
適
正
就
業
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

役 職 等 氏　　名

委 員 長 前　　　清　一

副委員長 中　村　利　夫

委 員 堀　田　五　一

委 員 中　村　正　昭

委 員 渡　辺　茂　夫

委 員 前　田　宗　信

委 員 能　登　壽美子

委 員 中　川　榮　子

委 員 山　田　　　操

安全管理委員会 名簿

指差呼称で
安全確認
事故防止

6月20日 安全パトロール（せん定作業）6月20日 安全管理委員会

最優秀賞

優秀賞

佳 作



上田城跡公園　

諏訪大社
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役

員

名

簿

会
　
長

長
谷
川
　
良
　
一

副
会
長

浜
　
井
　
祐
　
介

　
〃

吉
　
村
　
登
志
子

委
　
員

太
　
田
　
昌
　
幸

　
〃

川
　
合
　
正
　
隆

　
〃

塚
　
田
　
睦
　
雄

　
〃

富
　
田
　
昭
　
美

　
〃

中
　
村
　
睦
　
夫

　
〃

能
　
登
　
壽
美
子

　
〃

橋
　
本
　
政
　
子

　
〃

山
　
口
　
善
　
嗣

　
〃

葭
　
田
　
光
　
子

監
　
事

吉
　
倉
　
尚
　
幸

　
〃

五
反
田
　
範
　
子

会
員
互
助
会

書道同好会「墨
スミ

倶
ク

愛
ラブ

」は、今年

も５月27日の定時総会の会場

ロビーで作品展を開催しました。日頃の成果が発揮され

た作品の数々、ご覧いただけましたでしょうか？みなさ

んも仲間に入って楽しく書道しませんか？

自分で打ったそば食べてみませんか？　気軽に楽しくそば打ちを体験できますよ。

会員以外の方もＯＫ！友達を誘って参加してください。

日　時：平成28年9月2日（金）午前10時〜 募集定員：40名

場　所：そば打ち道場（旧ＪＡいなば宮島支所） 申し込み締め切り：8月26日（金）

参加費：シルバー会員 500円　会員以外の方 800円

お問い合わせ・お申し込み　小矢部市シルバー人材センター事務局まで

互助会だより

会員研修会のご案内

【日　時】平成28年10月27日（木）〜28日（金） 【募集人員】50名

【参加費】男 23,000円　女 22,000円 【参加申込について】参加申込書は、9月上旬配布予定です。

【行　程】

平成28年度の会員研修会の日程が決まりました。今から予定をつけて是非ご参加ください。

上諏訪温泉と安曇野観光周遊と真田丸大河ドラマ館の旅

10/27

（木）

 貸切バス  工場見学と試飲！

小矢部＝砺波IC＝〈高速〉＝富山IC＝国道41・158号線・安房トンネル＝安曇野ワイナリー＝安曇野(昼食)＝
 7：00  11：00〜11：45 12：15〜13：15
 御柱祭りがあった…

＝安曇野ちひろ美術館＝安曇野IC＝〈高速〉＝諏訪IC＝諏訪大社(上社参拝)＝上諏訪温泉(泊) ぬのはん

 13：40〜14：40 15：50〜16：30 16：50頃 

10/28

（金）

 （視察研修） 上田城跡公園内

旅館＝国道142号線・中山道＝上田地域シルバー人材センター＝信州上田 真田丸大河ドラマ館＝上田菅平IC＝〈高速〉＝
 8：30 10：00〜11：00 11：10〜12：10

 おみやげやりんごなど

＝長野IC＝長野(昼食)＝信州フルーツランド(買物)＝信州中野IC＝〈高速〉＝砺波IC＝小矢部
 12：45〜13：45 14：20〜15：00 18：15頃

同好会だより

そば打ち体験会のご案内

入会者
募集中!

活動日／毎月第２・４木曜日　午前10時〜

場　所／小矢部市シルバー人材センター２階会議室
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松沢地区　北 村 重 子

北村さんは若い頃から手先が器用で、細かい事をするの

が好きだったそうです。

婦人会で手芸を習っていた頃、その手芸の先生に＜木目込み人形

作り>を教わったのが始まりで、その後15年今までに作ったものは

“ひな人形”“五月人形”“十二支”などいろいろです。なかでもお孫

さんにひな人形のお雛様、お内裏様をプレゼントしたときの「可愛

い笑顔を今でも思い出します」と嬉しそうに話してくれました。

今では友達も増え「生きがいセンター」での毎週１回の講座が、「生

きがい」と「健康」そして「ボケ防止」の秘訣だというのも頷けます。

「家事の合間にのんびりと、楽しみながら作っていますが、人形

によって完成するまで３ヶ月以上かかる事も有るので根気よく続け

ています。夫はもちろん

家族が応援してくれるの

で、人形つくりはこれか

らも続けていきたいと

思っています」と、人形

のような“くりくり”し

た大きな目を、伏し目が

ちに答えてくださった北

村さんでした。

「シルバーの
日」の

と き　10月12日（水）

場 所　クロスランドおやべ

地区名 氏　　名

石動西部 藤 田 弘 志

石動中部 嶋 田 秀 二

石動東部 中 島 敏 雄

石動南部 元 井 英 治

石動北部 相 浦 寅 松

南 谷 １ 前 田 清 一

南 谷 ２ 横　山　多喜雄

南 谷 ３ 村 上 正 治

埴 生 １ 林 　 善 和

埴 生 ２ 石 田 　 正

綾 子 南 　 久 男

宮 島 石 田 亮 一

子 撫 居 村 善 次

北 蟹 谷 寺 嶋 幸 敏

東 蟹 谷 福 江 清 信

薮 波 １ 藤 田 一 誠

薮 波 ２ 綾　村　多弥雄

水 島 細 川 清 二

津 沢 １ 小 泉 正 信

津 沢 ２ 栗 山 幸 子

若 林 １ 吉　村　登志子

若 林 ２ 太 田 昌 幸

松 沢 １ 石　原　富士夫

松 沢 ２ 宮　田　喜久治

荒 川 １ 中 村 利 夫

荒 川 ２ 橘 　 常 夫

正 得 中 村 睦 夫

地区連絡委員名簿

ボランティア
・会員のつど

い

広
報
﹁
シ
ル
バ
ー
お
や
べ
﹂
が
第
40
号
の

節
目
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
会
員
皆
様
方
の
ご
協
力
と
ご
支
援
の
た

ま
も
の
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

さ
て
　
小
矢
部
市
で
は
介
護
、
一
人
暮
ら

し
、
若
者
の
定
住
︵
子
育
て
支
援
等
︶
等
の

課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
課
題

を
解
決
す
る
た
め
に
、
継
続
可
能
な
新
規
事

業
を
企
画
し
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
シ

ル
バ
ー
事
業
の
﹁
多
様
化
﹂及
び
﹁
活
性
化
﹂

を
図
り
、
就
業
機
会
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
　
市
の
関
係
機
関
と
協
力
し
、
高
齢

者
が
高
齢
者
を
支
え
な
が
ら
、
就
業
を
通
じ

て
、
福
祉
の
輪
を
広
げ
、
高
齢
者
・
子
育
て

世
代
が
﹁
安
心
﹂
と
﹁
安
全
﹂
そ
し
て
﹁
希

望
﹂
が
持
て
る
社
会
に
﹁
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
﹂
と
し
て
私
た
ち
会
員
一
人
一
人
が

心
が
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

広
報
委
員
　
松

本

彦

次

今年もチャリティーバザーを実施いたし

ますので、ご協力お願いいたします。

是非参加して

　　　ください!!

平成27年の様子

ほのぼのコーナー

あ
と
が
き

お 知 ら せ

ほほ


